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森 林（ も り ）を 創 り 活 か す

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー　

森
林
業
務
部

お
わ
り
に

諭
鶴
羽
ダ
ム
流
域
で
は
森
林
の
成
長
に
伴
っ
て
渇
水
時

の
流
量
が
増
大
す
る
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
渇
水
緩
和
機
能
の
向
上
に
寄
与
す
る
変
化
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
諭
鶴
羽
ダ
ム
に
近

接
す
る
本
庄
川
ダ
ム
の
流
域
で
も
調
査
を
行
っ
て
い
る
の

で
、
今
後
は
こ
の
流
域
の
渇
水
緩
和
機
能
を
評
価
し
、
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
注
１
）　

 

水
収
支　

流
域
に
お
い
て
、
降
水
量
＝
流
出
量
＋
蒸

発
散
量
＋
貯
留
量
変
化
の
関
係
が
成
り
立
つ
こ
と
。

（
注
２
）　

 

直
接
流
出
量　

流
出
量
の
う
ち
、
降
雨
後
す
ぐ
に
河

道
に
到
達
す
る
も
の
。地
表
面
を
流
れ
る
地
表
流
と
、

浸
透
し
た
水
が
浅
い
土
層
中
を
流
れ
る
早
い
中
間
流

か
ら
成
る
。

（
注
３
）　

 

基
底
流
出
量　

浸
透
し
た
水
が
深
く
ま
で
透
過
し
た

遅
い
中
間
流
と
地
下
水
面
に
達
し
て
か
ら
流
出
す
る

地
下
水
流
か
ら
成
る
。

（
注
４
）　

 

蒸
発
散
量　

樹
冠
で
遮
断
さ
れ
た
降
雨
が
蒸
発
す
る

も
の
（
遮
断
蒸
発
量
）
と
、
樹
木
の
蒸
散
量
、
土
壌

面
か
ら
の
蒸
発
量
か
ら
成
る
。

（
注
５
）　

 

水
収
支
期
間　

降
雨
の
前
後
で
流
量
が
同
じ
と
な
る

２
つ
の
日
を
選
ん
だ
と
き
、両
者
で
挟
ま
れ
る
期
間
。

ハ
イ
ド
ロ
グ
ラ
フ
の
計
算
方
法
は
、
以
下
の
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
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は
じ
め
に

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
で
は
水
源
林
造
成
事
業
の
効
果

に
関
す
る
情
報
を
国
民
に
提
供
す
る
た
め
、
２
０
０
４

年
度
か
ら
水
源
林
造
成
事
業
地
で
公
益
的
機
能
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
水
源
涵か
ん

養
機
能
の
一
つ
で
あ

る
渇
水
緩
和
機
能
（
水
資
源
貯
留
機
能
）
に
関
し
て
、

兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
に
あ
る
諭ゆ

鶴づ
る

羽は

ダ
ム
流
域
を
事
例

に
、
森
林
の
成
長
に
伴
い
渇
水
時
の
流
量
が
ど
の
よ
う

に
変
わ
る
か
、
と
い
う
調
査
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

調
査
地

諭
鶴
羽
ダ
ム
は
１
９
７
５
年
に
完
成
し
た
多
目
的
ダ

ム
で
す
。
流
域
の
森
林
は
７
割
が
１
９
５
０
〜
６
０
年

代
に
更
新
さ
れ
た
カ
シ
・
ス
ダ
ジ
イ
・
コ
ナ
ラ
な
ど
か

ら
な
る
広
葉
樹
林
、
１
割
が
１
９
６
０
年
代
に
植
栽
さ

れ
た
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
林
、
２
割
が
１
９
９
０
年
代
に
水

源
林
造
成
事
業
で
植
栽
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
林
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
（
写
真
１
、
図
１
）。

調
査
方
法

ダ
ム
管
理
所
よ
り
提
供
い
た
だ
い
た
雨
量
と
流
量
デ

ー
タ
を
用
い
て
一
雨
を
対
象
と
す
る
水
収
支
（
注
１
）

事
例

を
整
理
し
、
こ
れ
を
前
期
（
平
均
林
齢
22
〜
28
年
）
と

後
期
（
平
均
林
齢
30
〜
42
年
）
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

期
間
で
直
接
流
出
量
（
注
２
）
、
基
底
流
出
量
（
注
３
）

な
ど
を

求
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
、
流
量
の
時
間
的

変
化
を
示
し
た
ハ
イ
ド
ロ
グ
ラ
フ
を
つ
く
り
、
渇
水
時

の
流
量
（
無
降
雨
の
状
態
が
1
ヶ
月
続
い
た
時
の
流
量

と
し
て
算
出
）
を
比
較
し
ま
し
た
。

調
査
結
果

雨
量
が
１
０
０
㎜
の
と
き
、
前
期
と
後
期
の
水
収
支

を
比
較
す
る
と
、
直
接
流
出
量
は
39
㎜
か
ら
33
㎜
へ
減

少
、
基
底
流
出
量
は
26
㎜
で
変
わ
ら
ず
、
蒸
発
散
量
（
注
４
）

は
35
㎜
か
ら
41
㎜
へ
増
大
、水
収
支
期
間
（
注
５
）

は
１
０
・

５
日
か
ら
１
４
・
５
日
へ
増
大
し
ま
し
た
。

渇
水
時
の
流
量
に
つ
い
て
は
、前
期
の
０・
１
６（
㎜
／
日
）

に
対
し
後
期
は
０・
３
８（
㎜
／
日
）と
な
り
ま
し
た（
図
２
）。

考
察渇

水
時
の
流
量
が
増
大
し
た
原
因
を
検
討
す
る
た
め

に
水
収
支
の
各
項
目
を
試
算
し
て
水
収
支
図
を
つ
く
り

ま
し
た
（
図
３
）。

こ
の
結
果
、
後
期
は
直
接
流
出
量
が
大
き
く
減
少
し
、

浸
透
量
は
増
大
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
水
収
支
期
間
が
長
く
な
り
、
減
水
曲
線
が

緩
や
か
に
な
っ
て
渇
水
時
の
流
量
が
増
大
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

森
林
の
成
長
に
伴
う
渇
水
緩
和
機
能
の
変
化

 
― 

淡
路
島
南
部
の
諭
鶴
羽
ダ
ム
流
域
を
事
例
に 

―
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図２　前期と後期のハイドログラフの比較（雨量100mmのとき）

図３　前期と後期の水収支の比較（雨量100mmのとき）

図１　諭鶴羽ダム流域の森林分布図 写真１　諭鶴羽ダム周辺の森林の様子

その結果、水収支期間が長くなり、

減水曲線が緩やかになって、

渇水時の流量が増大した

と考えられる。


